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地域を基盤とした新カリキュラムに向けての地域・在宅看護学実習の検討
Examination  of  Community  Home  Nursing  Practicum  for  Community - Based  

New  Curriculum 

要　旨
　目的：「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」1）2）（以下、ガイドライン）の地域・
在宅看護論で求められている教育内容を分析し、地域を視点とした本学の新カリキュラムにおける
地域・在宅看護学実習の構築を試みた。　
　方法：本学の在宅看護学実習の目的とガイドライン 1）2）の教育内容の文章を比較するため、文節
ごとに区切り、新カリキュラムにおける地域・在宅看護学実習の目的に必要なキーワードを抽出し
た。また、地域アセスメントを土台とした実習内容、実習方法を検討した。
　結果：新カリキュラムの地域・在宅看護学実習におけるキーワードは「地域で生活する人々とそ
の家族」、「療養生活」、「継続支援」、「地域における様々な場」、「基礎的能力」、「地域で提供する看
護」、「多職種との協働」、「看護の役割」、「終末期看護」の９つが抽出され、「地域」がコアキーワー
ドであった。これらのキーワードをもとに実習目的、実習目標を設定し、地域アセスメントを土台と
した実習内容・実習方法を構築した。
　結論：地域・在宅看護学実習は、地域の特徴を基盤とし、１年生の早い段階から各専門分野と連
携して教育体制を整えていく。
　キーワード：新カリキュラム、 地域・在宅看護学実習、基礎看護教育
　Key Words：New Curriculum，Community and Home Health Care Nursing Practicum，　 
Basic Nursing Education

Ⅰ．はじめに　
　保健師助産師看護師法 60 年史における厚生労働省
等の看護行政の足跡 3）によると、「在宅看護論」は超
高齢社会及び、在宅医療の必要性などの社会状況のニ
ーズに応えるために、1996 年の第３次カリキュラム
改正によって創設された。その後、介護保険制度の制
定や地域包括ケアシステムの推進により、2020 年「保
健師助産師看護師学校養成所指定規則（以下、指定規
則）の一部を改正する省令の公布について」の第５次
カリキュラム改正（以下、新カリキュラム）4）が検討
された。看護教育は養成所から大学まで教育年数や教
育機関も多岐にわたるため、大学は文部科学省、看護

師養成所は厚生労働省の管轄であり、保健師助産師看
護師学校養成所指定規則は共同省令となる。そのため、
看護教育カリキュラム改正をする上で文部科学省では
2016 年より「大学における看護系人材養成のあり方
に関する検討会」で、今まで以上に地域医療（地域完
結・循環型医療）や地域包括ケアシステムを意識する
ことを求めた 5）。厚生労働省でも 2018 年より「看護
基礎教育検討会報告書」6）にて指定規則を踏まえたカ
リキュラムの検討が行われた。　
　このような現状において、今回のカリキュラム改正
の趣旨は看護師課程における地域包括ケアシステムを
担う人材の養成を必要とすることから、大学のみでは
なく看護師養成所を含めた看護教育全体を検討するこ
とが必要である。そのため、本研究では看護師課程全
体を網羅する厚生労働省における「看護基礎教育検討

1）秀明大学看護学部
1）Faculty of Nursing, Shumei University

資　 料
秀明大学看護学部紀要

P.55-62（2023）

梁 原 裕 恵 1）

Hiroe Yanahara
今 井 弥 生 1）

 Yayoi Imai



今井弥生：地域を基盤とした新カリキュラムに向けての地域・在宅看護学実習の検討56

会報告書」6）と、その流れに沿った「看護師等養成所
の運営に関する指導ガイドライン」1）2）を活用して現
行指定規則と改正指定規則の違いを検討した。
　具体的には「在宅看護論」から「地域・在宅看護論」
と科目名が新しくなり、統合科目から基礎看護の科目
として位置づけられ、単位数も「４単位」から「６単位」
に増加した。地域で療養する人々とその家族を看護の
対象として、地域における多様な場で看護を提供でき
る基礎看護教育をめざしている。また、「カリキュラ
ム編成ガイドライン＆地域・在宅看護論の教育内容」7）

によると、新カリキュラム改正では「地域看護学」（現
在では公衆衛生看護学）の一部とされていた対象や地
域の捉え方が整理された。「カリキュラム編成ガイド
ライン＆地域・在宅看護論の教育内容」７）によると、

「地域・在宅看護論」は地域そのものを看護の対象と
するのではなく、あくまで、個人・家族を看護の対象
として、健康や暮らしを支援するために、生活の基盤
である地域を理解するとされている。　
　本学においても新カリキュラムによる授業開始に備
えてカリキュラム検討を行った。特に臨地実習は、座
学での知識と技術を臨床の現場で活かす貴重な学修の
機会である。そのため、本研究では、ガイドライン 1）2）

の地域・在宅看護論で求められている教育内容を分析
し、新カリキュラムにおける地域の特徴の理解を基盤
とする地域・在宅看護学実習の構築を試みることにし
た。

Ⅱ．研究目的
　ガイドライン 1）2）の地域・在宅看護論で求められて
いる教育内容を分析し、地域を視点とした本学の新カ
リキュラムにおける地域・在宅看護学実習の構築を試
みる。

Ⅲ．研究方法
１．分析方法

１）本学の旧カリキュラムにおける在宅看護学実習
とガイドライン 1）2）における地域・在宅看護論の教
育内容のキーワード比較　　
　本学の旧カリキュラムの在宅看護学実習の目的
と、ガイドライン 1）2）における地域・在宅看護論の
教育内容の文章を文節ごとに区切り、それぞれのキ
ーワードとなる文言を抽出し比較した。
２）新カリキュラムに必要なキーワード　
　類義語については下線—の印をつけ、概念の大き

い方のキーワードを採用し、新カリキュラムにおけ
る地域・在宅看護学実習の目的・目標に必要なキ
ーワードとした。

２．実習構築のための方法　　
　実習内容、実習方法については、ガイドライン 1）2）

のキーワードから、下記のように新カリキュラムに必
要な実習目的・目標、内容・方法を検討した。
１）目的・目標

（１）旧カリキュラムの 4 つの目標①対象と看護の特
徴、②在宅看護過程、③社会資源の活用と多職種連
携、④療養の場の移行における看護師の役割を土台
にして、上記の分析で得られたキーワードを軸とし
た文章を構成した。

（２）コアキーワードとなる「地域」の視点を対象、
生活の場や看護活動の場の基盤にした。

（３）実習目標は目的を達成するための到達目標とし、
認知、精神運動、情意領域から構成した。

２）内容・方法
（１）コアキーワードとなる「地域」については、各

実習目標の内容の中に「地域の特徴」として配置し
た。

（２）個から集団へと対象、生活の場が理解できるよ
うに、各実習施設の地域及び、関連施設などの特徴
を活用した。

（３）「地域」の理解としてコミュニティ・アズ・パー
トナーモデル（Community as Partner Model：以
下 CAP）を用いた地域アセスメント 8）を活用した。

（４）実習施設の特徴を活かした内容・方法について
管理者、及び指導者と検討した。

３）地域・在宅看護学実習の対象学生と開始時期　　
　新カリキュラムの対象学生は、2022 年４月に入学
した現在 1 年生で、2024 年 10 月から地域・在宅看護
学実習を実施する。

Ⅳ．旧カリキュラムと新カリキュラムの地域・在宅看
護学実習における教育内容の紹介
１．本学の旧カリキュラムにおける在宅看護学実習の
概要　
１）実習目的・目標　　

（１）実習目的
　在宅療養者と家族が望む療養生活の継続を支援する
ために必要な在宅看護支援の基礎的能力を養うととも
に、対象者の療養生活を地域で支える看護職の役割に
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ついて理解する。
（２）実習目標

①「在宅看護における対象の理解と在宅看護の特
徴」を理解できる。

②「実習での事例に基づく在宅看護過程の展開」が
できる。

③「社会資源の活用と多職種連携」について理解で
きる。

④「医療機関から在宅医療の移行における看護師の
役割」について理解できる。　

２）実習内容　　
　訪問看護ステーション実習では、在宅療養者と家族
の理解、訪問看護師の役割、訪問看護ステーションの
機能・役割、多職種との連携を学修する。医療機関の
入退院支援室では在宅医療への移行と多職種の取り組
みや入退院支援室の看護師の役割等を学修する。　
３）実習方法　　
　実習単位数は２単位であり、年度後期の 10 月～１
月の期間に１クール２週間ごとの実習である。訪問看
護ステーション 10 か所で６日間、複数名の同行訪問
と１名の受け持ち療養者についての看護過程の展開を
行う。医療機関の入退院支援室 1 か所ではケアカンフ
ァレンスに参加し、その後グループワークを行う。　

２．新カリキュラムにおける地域・在宅看護論のガイ
ドライン 1）2）の教育内容　　
　地域・在宅看護論では、地域で生活する人々とその
家族を理解し、地域における様々な場での看護の基礎
を学ぶ内容とする。地域で提供する看護を理解し、基

　表２はガイドライン 1）2）による地域・在宅看護論の
キーワードについて示した。文章の区切りとしては「地
域で生活する人々とその家族を理解し、地域における
様々な場での看護の基礎を学ぶ内容とする。」、「地域

礎的な技術を身につけ、多職種と協働する中で、看護
の役割を理解する内容とする。地域での終末期看護に
関する内容も含むものとする。　

Ⅴ．倫理的配慮
　本研究は公表されたガイドライン 1）2）や引用文献を
対象とし、論文中に示す場合には、内容の虚偽改竄を
行わないように配慮して記述する。引用文献には番号
を付け、最後に引用文献を載せることで著作権を守る。

Ⅵ．結果
１．新カリキュラムの地域・在宅看護学実習における
キーワードの抽出
　本学の 2022 年度時点の在宅看護学実習における、
実習目的の文章から抽出したキーワードは表１に示し
たとおりである。1 つ目は「在宅療養者と家族が望む
療養生活の継続を支援するために必要な在宅看護支援
の基礎的能力を養う。」、2 つ目は「対象者の療養生活
を地域で支える看護職の役割について理解する。」と
いうように２つの文章から構成されていた。それぞれ
の文章からキーワードを抽出すると「在宅療養者と家
族」、「望む療養生活」、「継続支援」、「在宅看護支援」、「基
礎的能力」、「療養生活」、「地域で支える看護職の役割」
の７つであった。類義語として「望む療養生活」と「療
養生活」、「在宅看護支援」と「地域で支える看護職の
役割」があるため、前者は「療養生活」、後者は「地
域で支える看護職の役割」とし、５つのキーワードと
なった。　　

で提供する看護を理解し、基礎的な技術を身につけ、
多職種と協働する中での看護の役割を理解する内容と
する。」、「地域での終末期看護に関する内容も含むも
のとする。」の３つである。キーワードは「地域で生

	 

	 

	 	 	 
	 

	 
	 

	 	 
	 

	 

	 
	 

	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 

	 

	 
	 

	 	 

表１．本学の在宅看護学実習目的の文章の分類



今井弥生：地域を基盤とした新カリキュラムに向けての地域・在宅看護学実習の検討58

活する人々とその家族」、「地域における様々な場」、「看
護の基礎」、「地域で提供する看護」、「基礎的技術」、「多
職種との協働」、「看護の役割」、「地域」、「終末期看護」
の９つである。類義語として「看護の基礎」と「基礎

　表３は、ガイドライン 1）2）からみた新・旧カリキュ
ラムにおける実習目的のキーワード比較である。双方
の類義語として１つ目は「在宅療養者と家族」と「地
域で生活する人々とその家族」、２つ目は「基礎能力」
と「看護の基礎」、３つ目は「地域で支える看護職の
役割」と「看護の役割」であった。そのため、１つ目
を「地域で生活する人々とその家族」、２つ目を「基
礎的能力」、３つ目を「看護の役割」のキーワードに
まとめた。結果として新カリキュラムの地域・在宅看
護学実習におけるキーワードは「地域で生活する人々

的技術」、「地域における様々な場」と「地域」がある
ため、前者は「看護の基礎」、後者は「地域における
様々な場」の 7 つのキーワードとなった。　　

とその家族」、「療養生活」、「継続支援」、「地域におけ
る様々な場」、「基礎的能力」、「地域で提供する看護」、

「多職種との協働」、「看護の役割」、「終末期看護」の
９つとなった。今回、キーワードの中に何回も使用さ
れている「地域」をコアキーワードとした。

２．新カリキュラムの地域・在宅看護学実習の目的・
目標の構築　
　上記の結果から得られたキーワードを使用して本学
の地域・在宅看護学実習の目的を設定すると、以下の

	 

	 

	 	 	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 

	 

	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 
	 

	 

	 
	 
	 

	 

	 

	 
	 

	 	 

	 

	 

	 	 	 
	 

	 	 
	 

	 
	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 
	 

	 	 

表２．「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインについて」による地域・在宅看護論のキーワード

表３．ガイドラインからみた新・旧カリキュラムにおける実習目的のキーワード比較
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ようになった（表３の９つのキーワードを①～⑨と表
示した）。また、実習目的を達成するための実習目標は、
旧カリキュラムの 4 つの目標である①対象と看護の特
徴、②在宅看護過程、③社会資源の活用と多職種連携、
④療養の場の移行における看護師の役割を土台にして
設定した。
　また、コアキーワードとなる「地域」の視点を対象、
生活の場や看護活動の場の基盤となるように、『個』
としての理解と、地域の『集団』としての双方の理解
ができるように構築した。

１）実習目的　　
　予防から「⑨終末期」にある様々な健康段階の「①
地域で生活する人々とその家族」および「②療養生活」
について理解するとともに、「⑥⑦地域における様々
な場で提供される看護」における「④基礎的能力」を
養う。また、地域での療養生活を「③継続するための
支援」として社会資源の活用、多機関・「⑧多職種と
の協働」により、地域包括ケアシステムの一員として
の「⑤看護の役割」を理解する。　　

２）実習目標　　
（１）あらゆる健康段階、発達段階にある地域で生活

する人々とその家族の療養生活を理解する。　
（２）地域の様々な場で提供される看護活動の実際や

在宅看護に必要な基礎的能力を養う。　
（３）療養生活の継続支援としての社会資源の活用、

多機関・多職種との協働を理解する。　
（４）地域における看護の役割を理解する。　　

３．新カリキュラムの地域・在宅看護学実習の内容と
方法　　
　新カリキュラムにおける実習目的・目標を達成する
には、『個』と、地域の『集団』としての理解が必要
である。そのため、CAP 8）の視点を用いて、実習施
設の地域の特徴をインターネット検索、及びフィール
ドワークからアセスメントする。具体的な実習内容と
方法は以下のとおりである。

１）実習内容
（１）対象については、在宅療養者と家族を『個』と

して捉えるために必要な健康状態、生活環境、日常
生活動作などの学修内容と、地域としての近隣・地
縁の集団の特徴を捉えた学修内容を取り入れた。

（２）対象が生活している地域包括ケアシステムなど
の社会資源を学修内容とした。

２）実習方法　
　地域を理解するための方法として、CAP を用いて
個としての在宅療養者と家族から、集団である地域住
民として捉えていく。地域住民をコアとして、８つの
サブシステム（物理的環境、教育、安全と交通、政治
と行政、保健医療と社会福祉、コミュニケーション、
経済、レクリエーション）の情報を収集し、地域アセ
スメントを行う。　

（１）実習施設における地域の特徴を CAP に基づい
てインターネットで調べる。　

（２）現地のフィ－ルドワーク（地区踏査）で交通事
情や街並み、商店街、行き交う人たち等を実際に見
る機会を設ける。

（３）その地域に住む人々や家族、生活状況、社会資
源や多機関・多職種のつながりを学修する。

　　表４は地域・在宅看護学実習の目標ごとに実習内
　容・実習方法についての一案を構築したものである。
　　
Ⅶ．考察
　本研究の結果から、旧カリキュラムと新カリキュラ
ムの実習内容を照らし合わせて比較することにより、
新カリキュラムにおける実習内容の補足すべき視点が
明らかになった。また、本学における新カリキュラム
の地域・在宅看護学実習におけるキーワードは「地域
で生活する人々とその家族」、「療養生活」、「継続支援」、

「地域における様々な場」、「基礎的能力」、「地域で提
供する看護」、「多職種との協働」、「看護の役割」、「終
末期看護」の９つが抽出され、「地域」がコアキーワ
ードであった。これまでも、地域の生活者として対象
を捉えてはいたが、どちらかといえば、在宅療養者と
家族を対象とした『個』への看護が主体であった。し
かし、社会的背景において、2025 年問題としての団
塊世代が後期高齢者になることや、世帯構造の変化に
より核家族化、老々介護などの様々な問題が生じ、在
宅療養者と家族の『個』を援助するだけでは不十分と
なった。そのため、新カリキュラムでは、地域の持つ
近隣・地縁の集団の潜在的な力を活用する地域包括ケ
アシステムを踏まえた学修が必要となったと考えられ
る。また、病院完結型医療から地域完結型医療に移行
していることから、地域で看護を提供する人材を充実
させるため、訪問看護アクションプラン 2025 9）にお
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いても、訪問看護師を現在の約３倍の約 15 万人に増
やすことが検討されている。
　しかしながら現状では、新卒で訪問看護ステーショ
ンに就職する学生は殆どいない。その理由として、以
下 3 つのことが考えられる。1 つ目は、基礎看護教育
において主な臨地実習の場は医療機関であり、在宅看
護分野や公衆衛生看護分野のように自宅や地域を臨床
の場とする実習ではないことが考えられる。そのため、
看護の対象も入院患者であり、多職種との協働も病院
内で完結するため地域でのつながりがわかりづらい。
２つ目は、今まで在宅看護論が統合科目として位置し

ていたため、地域を視点とした教育が遅れがちであっ
たと考える。「カリキュラム編成ガイドライン＆地域
・在宅看護論の教育内容」7）によると、地域・在宅看
護論は最終段階に位置づけるものではなく、1 年生の
早い時期から基礎看護学と並行して学習することが理
想であると指摘している。３つ目は、カリキュラムを
運営する教員と学生の意識についても課題がある。山
田 10）は、教員側の意識にも課題があり、看護師養成
施設の教員は経験を積まないと訪問看護師になれない
と思っている者が多いと指摘している。さらに、学生
側の意識についても課題があり、長沼ら 11）によると、

	 

	 

	 	 	 
	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 
	 

	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 
	 
	 

	 
	 

	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 
	 

	 

	 

	 
	 
	 

	 
	 

	 
	 
	 	 

	 
	 
	 

	 

表４．新カリキュラムにおける実習目標ごとの実習内容・実習方法の一案
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訪問看護師に対して、仕事が難しいというイメージを
抱いている学生が多いと指摘している。
　このような現状を変えていくには、新カリキュラム
における地域・在宅看護学実習において、従来の同行
訪問のほか、学生自身が主体的に見て、聞いて調べる
など、体験することで、今までの自分の価値観や想像
を超えた新しい知見に気づく機会を設けることが重要
である。その 1 つの方法として、CAP を用いたフィ
ールドワーク（地区踏査）がある。CAP とは 1988 年
にエリザベス T、アンダーソン、ジュディス・マクフ
ァーレインによって開発された地域のアセスメントモ
デルである８）。コアとなる住民を中心に、８つのサブ
システム（物理的環境、教育、安全と交通、政治と行
政、保健医療と社会福祉、コミュニケーション、経済、
レクリエーション）で構成されており、保健師課程で
は地域アセスメントの１つとして紹介されている。ま
た、吉岡 12）らによると、地域アセスメントの概念モ
デルは、特に教育に関する文献で多用されていると述
べている。このことから、本学の地域・在宅看護学実
習でも CAP を用いた地域アセスメントを取り入れる
ことにした。また、CAP を用いたフィールドワーク（地
区踏査）は、施設実習と違い野外に出て自由に探索す
る時間であり、学生のワクワク感を育てるとともに、
地域を探索することで自然に地域を学べると考える。
井上 13）らは、ワクワク感の報告書に共通するものと
して、ワクワク感が働き手や学習者の主体的な行動を
促進する核心的な要因であると指摘している。このよ
うな実習内容や方法を用いることは、地域で生き生き
と活動する訪問看護の魅力を学生にアピールできると
考える。
　新カリキュラムの地域・在宅看護学実習では、この
CAP の視点を用いたインターネット検索やフィ－ル
ドワーク（地区踏査）等の方法を取り入れることで、
地域の魅力や地域における訪問看護ステーションの存
在意義を学ぶ機会につなげたい。具体的には学生が実
習する施設の地域の特徴を CAP に基づいてインター
ネットで調べ、現地のフィ－ルドワークで交通事情や
街並み、商店街、行き交う人たち等を実際に見る機会
を設け、その地域に住む人々や家族、生活状況、社会
資源や多機関・多職種のつながりを学修するものであ
る。このような実習は、病院実習を中心とする学生に
とって、新鮮で興味関心の高いものであると推察され、
施設の中だけではなく地域で療養する人々に興味を持
ち、それを支える地域包括ケアシステムの役割に気づ

ける基礎につながることが期待される。
　現状の基礎看護教育では、保健師課程を選択してい
るものだけが地域アセスメントを学修しているため、
今後は看護師課程においても地域を理解する学修の機
会が必要であり、他分野と協働してカリキュラム全体
から検討することが大切である。

Ⅷ．結論
　本研究の結論は以下のとおりである。　
１．本学における新カリキュラムの地域・在宅看護学

実習におけるキーワードは「地域で生活する人々と
その家族」、「療養生活」、「継続支援」、「地域におけ
る様々な場」、「基礎的能力」、「地域で提供する看
護」、「多職種との協働」、「看護の役割」、「終末期看
護」の９つが抽出され、「地域」がコアキーワード
であることが明らかになった。　　

２．CAP を用いたインターネット検索、及びフィー
ルドワーク（地区踏査）を取り入れることで、地域
の特徴を理解でき、対象及び、実習施設、関連施設
の役割など、社会資源の理解ができる。　　

３．地域包括ケアシステムを踏まえた学修は、他分野
と協働した基礎看護教育カリキュラム全体から検
討することが大切である。　　

４．地域・在宅看護学実習をとおして、地域で生き生
きと活動する訪問看護の魅力を学生にアピールす
ることで意識の変容につながる。　

Ⅸ．おわりに
　本研究では、ガイドライン 1）2）の教育内容から、新
カリキュラムの地域・在宅看護学実習におけるキーワ
ードが明らかになった。また、抽出されたキーワード
から本学における地域・在宅看護学実習の目的・目
標、内容・方法の構築を試みた。今後の課題として、
実習施設の特徴や新型コロナウィルスの感染状況を鑑
みながら実習内容を調整し、実習方法を選択する等、
より詳細な実習スケジュールの作成が必要である。

Ⅹ．利益相反（COI）状況
　開示すべき COI はない。



今井弥生：地域を基盤とした新カリキュラムに向けての地域・在宅看護学実習の検討62

Ⅺ．引用文献
１）厚生労働省医政局長 :  「看護師等養成所の運営に

関する指導ガイドライン」の一部改正に係る新
旧対照表 ,25-27. 令和２年 10 月 30 日　　

 <https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/
T201105G0040.pdf>　　

 （閲覧日 : 2022 年９月５日）.　
２）厚生労働省医政局長 : 看護師等養成所の運営に関

する指導ガイドライン , 1-61. 令和２年 10 月 30 日
　　<https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/

T201105G0040.pdf>　　
 （閲覧日 : 2022 年９月５日）.　
３）保健師助産師看護師法 60 年史編纂委員会編：

保健師助産師看護師法 60 年史 - 看護行政のあゆ
みと看護の発展 - , 日本看護協会出版会 ,94-107, 
2009.　　

４）文部科学省・厚生労働省：保健師助産師看護師
学校養成所指定規則の一部を改正する省令の公
布について（通知）, /2 文科高第 666 号 / 医政発
1030 第 15 号 , 令和 2 年 10 月 30 日，< https://
www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00tc5425&d
ataType=1&pageNo=1 >（閲覧日 : 2023 年 1 月
11 日）.　　

５）文部科学省高等教育局医学教育課：看護学教育モ
デル・コア・カリキュラム～「学士課程におい
てコアとなる看護実践能力」の修得を目指した
学修目標～ , 大学における看護系人材養成のあり
方に関する検討会 , 平成 29 年 10 月 .　

 <https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/
chousa/koutou/078/ga iyou/__ i csF i l e s/
afieldfile/2017/10/31/1397885_1.pdf>（ 閲 覧 日
:2022 年 9 月 5 日）．　

６）厚生労働省医政局看護課：看護基礎教育検討会報
告書 , 令和元年 10 月 15 日 <https://www.mhlw.

go.jp/stf/newpage_07297.html>（ 閲 覧 日 : 2022
年９月５日）.　

７）一般社団法人日本看護学校協議会 : 令和元年度 
厚生労働省 看護職員確保対策特別事業「看護師
等養成所におけるカリキュラム改正支援事業」
カリキュラム編成ガイドライン＆地域・在宅看
護論の教育内容 , １-70, 2020.　　

 <http://www.nihonkango.org/report/pdf/
report_200603.pdf>

 （閲覧日：2022 年９月５日）.　
８）エリザベス・T. アンダーソン , ジュディス・マク

ファーレイン , コミュニティアズパートナー : 地
域看護学の理論と実際 ,  第２版 , 医学書院 , 東京
, 124-168, 2007.　　

９）一般社団法人全国訪問看護事業協会 : 訪問看護ア
クションプラン 2025 ～ 2025 年目指した訪問看
護 <http://www.jvnf.or.jp/ 2017/actionplan2025.
pdf>

 （閲覧日 2022 年９月 20 日）.　　
10）山田雅子 : きらきら訪問ナースの会研究会 新卒

訪問看護師の就業と育成に取り組む「きらきら
訪問ナースの会研究会」, コミュニ ティケア , 17

（13）, 134-135, 2015.　　
11）長沼希久代 , 木村奈都未 , 米澤裕子 , 他 : 看護学生

の訪問看護への就職希望に関連する要因の検討 , 
北海道公衆衛生学雑誌 , 29（2）, 151-158, 2016.　

12）吉岡京子 , 村嶋幸代：保健師による地域アセスメ
ントに関する文献レビュー , 日本地域看護学会誌
,8（2）,93-98,2006.

13）井上亮太郎 , 保井俊之 , 前野隆司：仕事における
ワクワク感に関する研究 - 因子分析及び共分散構
造分析を用いた要因の導出と構造化 -, 日本感性工
学会論文誌 ,19（2）,215-222,2020.




